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大和高田市自主防災組織助成金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、自主防災活動の促進を図るため自主防災組織を結成し、活動している自治会

に対し、予算の範囲内でその活動に要する経費の一部を助成することについて、必要な事項を定

めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「自主防災組織」とは、地震、風水害、火災その他の災害が発生し、又

は発生するおそれがある場合に、住民が連帯協同して被害を防止し、若しくは軽減し、又は火災

その他の災害を予防するため自主的に設置する組織をいう。 

（自主防災組織の活動） 

第３条 自主防災組織は、消防署、消防団等の防災関係機関と連携を保ちながら次に掲げる事業を

実施するものとする。 

(１) 防災訓練 

(２) 防災知識の啓発活動 

(３) 別表に掲げる防災資機材の整備 

(４) 大和高田市が行う防災に関する施策への協力及び連携 

(５) その他必要な活動 

（助成の金額） 

第４条 助成の金額は、前条第３号の防災資機材の整備に要する経費の２分の１以内の金額で20万

円を限度とする。 

（交付の申請） 

第５条 助成金の交付を受けようとする自主防災組織の代表者（以下「申請者」という。）は、自

主防災組織助成金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければな



 

らない。 

(１) 自主防災組織の規約 

(２) 事業計画書 

(３) 収支予算書 

(４) 防災資機材購入の領収書の写し 

(５) その他市長が必要と認める書類 

（交付決定等） 

第６条 市長は、前条の規定により申請を受けたときは、その内容を審査し、適当と認めたときは

助成金を決定し、申請者に自主防災組織助成金交付決定通知書（様式第２号）を交付する。この

場合において、市長は、助成金交付の目的を達成するために必要な指示又は条件を付けることが

できる。 

２ 申請者は、前項の決定通知書を受理したときは、速やかに自主防災組織助成金交付請求書（様

式第３号）を市長に提出しなければならない。 

３ 助成金の交付を受けた者は、当該年度から３年間は再申請することができない。 

（助成金の交付） 

第７条 市長は、自主防災組織助成金交付請求書を受理したときは、申請者に対して助成金を交付

する。 

（決定の取消し等） 

第８条 市長は、申請者が次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の交付決定を取り消すこ

とができる。 

(１) この要綱に違反したとき。 

(２) 第６条第１項の規定により、市長が付した指示若しくは条件に違反したとき又はそれに従

わなかったとき。 

(３) 偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。 

２ 市長は、前項の規定による助成金の交付決定を取り消した場合において、既に助成金が交付さ

れているときは、申請者に対し、期限を定めて助成金の返還を命ずるものとする。 

（実績報告） 

第９条 助成金の交付を受けた申請者は、翌年度の４月末日までに助成金実績報告書（様式第４号）

に次に掲げる書類を添えて市長に報告しなければならない。 

(１) 事業実施報告書 



 

(２) 収支決算書 

(３) その他市長が必要と認める書類 

（補則） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

別表（第３条関係） 

倉庫、消火器、可搬式ポンプ、揚水ポンプ、発電機、チェーンソー、エンジンカッター、ジャ

ッキ、ろ水機、トイレ、梯子、ロープ、スコップ、つるはし、なた、ハンマー、バール、担架、

リヤカー、鋸、シート、毛布、延長コード、バケツ、タオル、ヘルメット、懐中電灯、ハンド

マイク、ラジオ、工具セット法被、非常食など。ただし、消火器の充填材などの消耗品は除く。 

 

様式 略 


